
I've passed my prime, and my age is showing on my face. My days are numbered. If I don't assume the throne now, I will run out of time to fulfill my desires. Master, say no more.
自分は既に盛りを過ぎた。顔にも歳が現れ始めている。人生も黄昏時だ。今皇帝の座に就かなければ、望みを叶える時間を失ってしまう。先生、もう何も言ってくれるな。
> prime
名詞で用いれば「全盛時代」「青春真っ盛り」の意味。形容詞だと「主要な」「重要な」の意味。
> one’s days are numbered
「終焉が近い」を意味する慣用表現。numberは動詞で「番号を付ける」の意味がります。「残された日数が分かっている」という感じでしょうか。
> assume
「想定する」「推測する」の他、役目などを「引き受ける」の意味を持つ。
> throne
「玉座」が本来の意味だが、比喩的に「王位」も意味する。

> run out of A
「Ａを切らす」の意味。run short of Aだと「Ａが不足状態になる」の意味。
> fulfill
義務や約束を「果たす」や夢や希望を「実現させる」の意味。
Forgive me, my lord. But I'm stubborn by nature. I would rather speak freely and die than flatter and gain fortunes. You must not become emperor no matter what!
閣下、お許しを。私は生来偏屈な人間なのです。媚びへつらい褒美を得るくらいなら、本心を打ち明け死ぬことを選びます。閣下は何があっても皇帝になってはなりません。
> forgive
罪を「許す」を意味する動詞。
> lord
「君主」「統治者」「領主」なの意味。
> stubborn
「頑固な」「偏屈な」を意味する形容詞。
> by nature
「生来」「元々」を意味する慣用表現。
> would rather (do A) than (do B)
「ＢするよりはＡしたい」「ＢするよりＡする方がまし」を意味する重要表現。
> flatter
「お世辞を言う」「おだてる」を意味する動詞。
> no matter＋疑問詞
「たとえ○○だろうとも」を意味する重要表現。ここではno matter what happensの略。
I wish to borrrow something from you to quiet the men. I hope you won't be too stingy. I would borrow your head. Unfortunately, it's a thing that I can only borrow, but not return.
兵士達を静まらせるためにお前からある物を借りたい。出し惜しみをしないで欲しい。お前の首を借りたい。あいにく借りたら最後、返す事が出来ない物だが。
> wish to (do)
「○○したい」の意味。要はwant toやhope toと同義。
> quiet
「静かな」を意味する形容詞としてお馴染みだが、ここでは動詞で「静まらせる」の意味。
> stingy
「けちな」を意味する形容詞。なお、tooは「Ａ過ぎてＢできない」だが、これを否定すると「ＢできないほどＡではない」の意味。つまり、「私にそれを貸せないほどケチであって欲しくない」が直訳。
> would
willではなく、仮定法のwouldが用いられている。前者の場合、「借りるぞ！」と断言する感じ。後者の場合、「君さえ良ければ借りちゃってもいいかなぁ？」といったイメージ。
Rest assured. After you die, your parents will be my parents. I will honor them better than I honor my own. Your sons will be my sons. I will treat them with more care than I do my own. Of course, rather than by staying with you, by staying at my side your sons will have a brighter future. Don’t you think so?
安心するがいい。お前が死んだらお前の親は私の親になる。私自身の親よりも敬ってやる。お前の息子達も私の息子となる。私自身の息子達よりも大事にしてやるぞ。言うまでも無く、お前の息子達はお前と一緒にいるよりも、私の傍にいる方が将来が明るい。そう思うだろ？
> rest assured (that)
慣用表現であり、「確信したまま休め」が直訳です。assureはsureの関連語であり、「安心させる」を意味する動詞です。厳密には後ろに文章が続き、「○○となることを保証します」といった意味になります。ここでは命令文として使われていますが、You may rest assuredとすることもあります。◇ You may rest assured that I’ll help you no matter what.　何があろうとも助けるから安心していいよ。
> honor
名詞で「名誉」「光栄」の意味。ここでは動詞で「敬う」「栄誉を与える」の意味。honourの綴りもある。
> treat
動詞で「扱う」「待遇する」の意味。「治療する」の意味もある。
> A rather than B
「ＢよりもむしろＡ」を意味する前述のwould ratherの関連表現。ここではＡが後に来ている。
> by doing
ここでのbyは「手段」を意味する。つまりby doingで「○○することで」の意味。
Allow me to be frank. Though Lu bu is greedy and vicious as a wolf, you are ferocious as a tiger. Staying by a wolf is probably a bit safer than staying by a tiger.
ハッキリ言わせてください。呂布は狼の如く貪欲で残忍ですが、あなたは虎の如く獰猛です。狼の傍にいる方が虎の傍にいるよりも多少は安全でしょう。
> allow A to (do)
「Ａが○○することを許す」の意味。ここでは命令文（実際は依頼）で「私が正直になることを許せ」の意味。frankはto be frank with youという表現（正直に言うと）も有名。◇ To be frank with you, I don’t like you very much. 正直言って、君の事があまり好きでない。
> though
ここでは接続詞として。「○○ではあるが」「○○にも関わらず」の意味。

> greedy
「欲深い」を意味する形容詞。
> vicious
「邪悪な」「冷酷な」を意味する形容詞。
> as A

ここでは前置詞として「Ａのように」の意味。likeも同義で使える。

> ferocious
「獰猛な」「凶暴な」を意味する形容詞。

